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◆ 冬の体験陶芸教室 ◆ 

 陶芸が初めての方も、この機会に挑戦してみませんか？ 

 マグカップやお皿など、各自好きなものを作りましょう！ 

と き：２月２７日、３月５日、３月１９日 毎週木曜日 

    (全行程３回) 

時 間：午前の部： ９時３０分 ～ １２時    

     夜 の部：１８時３０分 ～ ２１時 

会 場：えりも町郷土資料館 体験学習室 

参加費：粘土１㎏につき500円(黒粘土は、600円) 

    ※１人２㎏まで  

定 員：各１５名（先着順、小学生以下は保護者同伴） 

 ※参加申込、お問合せは、 

           郷土資料館(２－２４１０)まで  



  

 参考： 

『北海道の法則』(北海道の法則研究委員会) 
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郷土資料館講演会報告  

  

  

 笛舞の語源は、「フイマイ」もしくは

「フイマフ」であると言われています。 

 現在、下笛舞のバス停付近あたりです。 

 フイマイならば、語源は「プイ・オ

マ・ヒ」(Puy-oma-hi エゾノリュウキ

ンカの根・ある・所)。 

 フイマフならばプイオマフ「プイ・オ

マ・プ」(Puy-oma-p エゾノリュウキン

カの根・ある・川)となります。 

 エゾノリュウキンカは別名：ヤチブキ

といい、山菜として食べられています。

アイヌの人々はその葉や根を茹でて食べ

たり、根を煎じた汁を塗り薬として利用

したそうです。 

 松浦武四郎は「フイマフ。小沢。此の

沢に流泉花(エゾノリュウキンカ)有り、

故(ゆえ)に号く(ごうく→名づける)」と

記しており、昔からこの場所にエゾノ

リュウキンカがあったようです。 

 １月22日木曜日、講師に帯広百年記念

館学芸員の伊藤彩子氏をお迎えし、「ひ

みつを知ると好きになる！？昆虫のくら

しとつながり」を福祉センター中会議室

で行いました。 

 講師からは、「重要な役割をもつ昆虫

（腐食性昆虫・糞虫）」、「身近で嫌わ

れ者（ハエ）」、「身近な外来生物（モ

ンシロチョウ・カブトムシ）」など６項

目について説明。 

 昆虫は嫌われ者のイメージが強いが、

人間にとっては切っても切り離せない関

係であること、最近では、法医学の分野

でも注目され（法医昆虫学）、昆虫の分

布や生育速度などから、事件現場や時刻

の推定をはじめ、貴重な証拠の特定に活

用されているなどを学びました。 

 講演の終盤は、虫を表す漢字・読み方

などが出題され、参加者は楽しい時を過

ごしました。 
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写真：笛舞地区(笛舞小学校前の国道) 

伊藤学芸員の話を真剣に聞く参加者 


